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数種の Assimineα属カイ類に対する

大平肺吸虫幼虫の感染実験
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九州大学医学部寄生虫学教室（主任 宮崎一郎教授）
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緒言

1939年，宮崎一郎が大平肺吸虫 （Paragonimusohirai 

Miyazaki, 1939）を熊本県八代TIT球磨川河口を模式産地

として発見報侍して以来，多くの先人の業績により，木種

の生態がつぎつぎと明らかにされてきた．そのうち，第

1中間柄主については永らく不明のままであったが，カ

ワずンショウブfイ （Assimineajaponicαvon Martens, 

1877）に木種のミラシジウムを実験的に感染させ，七ル

カリアにまで発育することが確められ，最初に木種が大

平肺吸虫の第1中間宿主に決定された〈帰国，1954）.こ

の事実は史に追試によって確認されたが〈池田，1957;

吉田ら， 1959），膨大な数心木種の調査にもかかわらず大

平肺吸虫の自然感染は認められていなし、（凶田， 1954；横

川ら， 1958；吉田ら， 1959；川島ら，未発表〉．その後大平

肺吸虫の産地にムシヤドリカワザンショウ （Assiminea

parasitologica Kuroda, 1958）が多数棲息するととが発

見され， ζ れに大平肺吸虫の自然感染を認め，第1中間

宿主としてのな義が確証されるに至った（随川ら， 1958;

吉田ら， 1959). 更に，その後，新種として発表された

ヨシダカワずンショウ （AssimineayoshidayuんioiKu-

roda, 1959）にも自然感染，実験感染が認められ，前種

同様に第1中間宿主として追加された（吉田G,1960). 

その他，大平肺吸虫ミラシジウムの感受性は，へソカド

カ、イ CPaludinellajapom・ca(Pilsbry, 1901）〕及びクロ

クリイロカワずンショウ （Assiminea kushimotoensis 

Kuroda, 1958）て、実験されたが， 前者は｜場性， 後者は

陰性の結果であった〈吉田， 1960）.白木産 Assiminea

属カイ類のう ：！？ ' 大平肺吸虫ミラシジワムの感受性が

確認されていない主な種は， クリイロカワザンショワ

(Assiminea castanea Westerlund, 1883）とアズキカ

ワザンショウ （Assiminealatericea miyazakii Habe, 

1943）である．著者は上記2種カイ類に対する大平肺吸

虫ミラシジウムの感染実験を，ムシヤドリカワザンシヨ

ウを対照として行い，その結果は陰性であったが， Ass-

iminea属カイ類に対する感受性の総合的検討の基礎自

料の一部として，ことにをの成績を報f号する．

実験材料並びに方法

実験に用いたカイは， 1960{f:4月23日，福岡市室見川

河口から採集したクリイロカワザンショウ，ムシヤドリ

カワザンショウ及び19601ド6Jl13円，福岡県矢部川河口

から採集したアてキカワザンシヨワの 8種て、，何れも大

平肺吸虫の非流行地から採集されたものである．飼育

方法は，扇凹 (1954），横川ら（Hl58），吉田ら（1959,

1960）にならった．即jぅ， li'I径約20cmの竹叉は金属製

のずルに 2cm程変泥を入れ， その上に採集地の土を薄

く敷いた．とのずルを史に水を入jしだガラス容器に入れ

泥が絶えず湿るようにし，水は数円おきに交換した．餌

として，吉田らはサツマイモを与ええが，著者はj慮、紙を

1cm2程度に切り与えた．この方法てクリイロ及びムシ

ヤドリカワずンシヨワは 3カ月を経るも半数以上が生存

したが，アズキカワザンショウは約70%が死亡した．

大平肺吸虫卵は，模式産地である熊本県球磨川河口か

ら採集したベンケイカ、ニ及びクロベンケイの肝臓から採

取したメタ七ルカリアをダイコクネズミに経口投与し，

約 2カ月後解剖して，虫装臆の中から得た．これを水道

水を入札之時計jfilに入れ 27cの恒温槽中に保存した．

水は毎日交換し， 20～30円後，冷却法によって解化させ

た．

感染方法は，先ず，［！J:径 5cm 深さ lcmのシャーレ

に水を深さ 5mm程度入れ，乙れにカイを20個体〈クリ

イロ及びアズキカワずンショウの場合〉，叉は10個体〈ム

シヤドリカワずンショウの場合〉投入した．とれに前者

の場合は 100個体，後者の場合は50個体の大平肺吸虫ミ

ラシジウムを入札，何れもカイ10個体当りミラシジウム

5個体の割て、 511寺間同一容器中に放置した．実験に用い

たカイ個体数は，クリイロカワザンショウ 160個体， ア
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ズキカワずンショウ 200個体，そして対照としてムシヤ

ドリカワずンショウ30個体であった．吉田ら（1959）に

よれば，ムシヤドリカワずンシヨワの場合，カイ10個体に

対しミラシジウム30個体て 8吋2開放置すると，その殆ん

どがカイ体内に侵入すると述べられているが，著者の上

述の実験ては， 5時間の接触放置でもカイを取り出した

後には， かなり多数のミラシジウムの残存が確められ

た．因みに，アズキカワずンショウの場合，ミラシジウ

ムの平均残存個体数は29.8(29.8%）であり，ムシヤド

リカワずンショウの場合は， 7 .5 (15%）であった．ク

リイロカワずンショウの場合は不明であったが，カイの

分泌する物質にからまり死滅するミラシジウムも多数認

められたので，実際にカイ体内に侵入すると考えられる

ミラシジウムは，投入個体数の半牙にも満たないものの

ように思われた．尚，この場合の水温は， 18°0～19°0で

あった．

成績並びに考察

実験成績の大要は第1表に示したとおりであるが，対

照として用いたムシヤドリカワザンショウは88日後にお

いて，生存個体14のうちセノレカリアの見出されたもの 4

て，感染率は28.5%であった．これは吉田ら (1959）の・

84～103日後の感染率26.1%と同じ程度て、あった．次に

アズキカワずンショウは88～91日後の生存個体数44のう

ち，セノレカリアの見出されたものは全くなかった．叉，

クリイロカワずンショウは， 94日後， 105日後及び 138.

日後の 3固にわたって検査を行ったが，生存個体97から

は，何れもセノレカリアを発見するととが出来なかった．

との実験に用いたカイ 8種は，何れも全く同U条件で飼

育したにもかかわらず，ムシヤドリカワずンショウには

容易に感染し，セノレカリアにまで発育するととが確めら

れたが，他の 2種アズキカワずンショウとクリイロカワ

ずンショウには感染が成立しないととが判明した．飼育

条件の改変によるカイの生理的諸条件の如何によって

は，或いは感染が成立するかも知れないが，現在の段階

てはアズキカワザンショワ，クリイロカワずンショウは

クロクリイロカワザンショワと共に大平肺夜虫ミラシジ

ウムに感受性のない Assiminea属カイ類であるという

ととがいえよう．現在までに感受性に関する実験の行わ

Invasion of miracidia 

Table 1. Results of experimental infection with larval P. ohirai to snails 

Examination of radiae and cercariae 

Number of Number of 
Days after ~－~： i 門 U snails 
invasion '"'u~ .. ，司 infected

exammea (%) 

Species of snails 
Date 

Number of Average number 
., of miracidia 

snaas exposed/snail 
Date 

Assiminea parasitologica 13, June 

A. latericea niiyαzakii 13, June 
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Table 2. Results of natural and experimental infection with larval 

P. ohirai to snails of the family Assimineidae from Japan 

Species of snails 
Nautral 
infection 

Investigator 
(Year) 
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Paludinella japonica (Pilsbry, 1901) 
へソカドガイ

Assiminea yoshidayukioi Kuroda, 1959 
ヨシタ守カワすさン’ γ ョウ

A. parasitologica Kuroda, 1958 
ムシヤドリカワザユノショウ

A. castanea羽1esterlund, 1883 
クリイロカワザジショウ

A. kushimotoensis Kuroda, 1958 
クロクリイロカワザ、シショウ

A. latericea miyazakii Habe, 1943 
アズキカワザジショウ

A. japonica von Martens, 1877 
カヲザミ／ γ ョウガイ

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

Yoshida (1960) 

Yoshida et al. (1960) 

Yokogawa et al. (1958) 
Yoshida et al. (1959) 
Author 

Author 

Yoshida (1960) 

Author 

Ogita (1954) 
Ikeda (1957) 
Yoshida (1959) 

＋ 

＋ 
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れたカワザンショウガイ科（Assimineidae) 7種の自然

感染，実験感染の成績を示したのが第 2表てある．生態

的にみて，上段に近い種ほど，満潮線附近から上にかけ

て棲息するもので，下段の種ほど，干潮線附近からむし

ろ下の方に棲息するものてある．乙のうちへソカドガイ

は実験的に感染が成立するが，極めて陸肢に近く野外に

おける第1中間宿主としての意義はうすいように思われ

る．ヨシダ及びムシヤドリカワザンショウは実験感染が

成立し，大平肺吸虫流行地と密接な関係もあり，自然感

染の発見と共に第l中間宿主としての意義は極めて高

い．生態的にクリイロカワずンショウよりも下に棲息す

る種ては実験的に感染が成立せず，叉，流行地との関係

も比較的うすいので自然感染も見出されていないが，実

験的に非常に低率ながら感染が成立したカワザンショウ

ガイは例外である．一般に干潮線附近の低い場所に接息

するカイ類は，満潮線附近から上に棲息するカイ類に較

べて半面虫水に浸っている時間が永い．従って，これらの

カイ類を実験室内て飼育した場合には，カイの内的環境

悪化のため，正常に近い条件て実験を進めるととは困難

てある．前に飼育条件の改変によっては感染が成立する

かも知れないと述べたのは， とのような意味からであ

る． ただ， カワずンショウガイは地理的にも広く好布

し，生態的にも下から上までかなり多数棲息し，ムシヤ

ドリカワザンショウと混接している個［本も相当見出され

ている．低率ながら感染が成立したのは，そのような生

理的条件の個体，即1う，相当長期にわたって，かなりの

乾燥にも甚えうる個体群においてではないかと想像され

る．とれはカワザンショウガイにおける種内種の如き問

題とも関連して興味深いものである．因みに福岡県西郷

川の比較的乾燥した場所から採集したカワザンショウ

ガイは，普通に産するものと異なり飼育も容易で，木報

文中にて述べた飼育方法て3カ月を経るも半数以上生存

しえた． ζ れらの個体群は更に大平肺吸虫ミラシジウム

の感受性を確認すべき重要なものであると考えられる．

次に牙類学的見知から感受性の成績をみた場合，へソ

カドガイは属 Paludinellai-，と庇し，周 Assimineaとは

相当異なっているし，叉，アズキカワザンショウは亜属

Pseudomphala V，こ属し，とれ叉，属 Assimineaの中て

も亜局 Assimineaとは別群であるので，類縁関係と感

受性との関係には矛屑がない．叉， j皮部はクロクリイロ

カワザンショウはクリイロカワザンショウの大型個体て

別種ではないとの意見を持っているが，両種ともに大平

肺吸虫に対する感受性がないという事実は牙類上の単位
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と一致する．しかし，ムシヤドリカワザンショウ及びヨ

シダカワザンシ守ウとクリイロ或いはクロクリイロカワ

ずンショウとの感受性は全く相反するので，これら 8種

を属叉は亜属 Angustassimineαとして他の種と区別し

ようとする意見があるが，大平肺吸虫に対する感受性は

必ずしも好類上のカテゴリーとは一致しない．

以上の事実は，寄生現象には牙類，形態或いは生理，

生態などの諸要素が複雑に関連しあって関与していると

とを示すもので，これらの理論的解明には，なお多くの

未知の問題が残されている．今後，更に追究してゆきた

いと考える．

( 23 ) 

要約

著者は大平肺吸虫ミラシジウムの第l中間宿主に対す

る感受性を明らかにする目的て，未だ実験の行われてい

ない Assiminea属のカイ 2種，アズキカワザンショウ

(Assiminea latericea miyazakii Habe, 1943）とクリ

イロカワザンショウ （Assimineacastanea Westerlund, 

1883）を用いて実験を試みた．対照にはムシヤドリカワ

ザンショウを用い 8種全く同一条件て飼育したが，ムシ

ヤドリカワザンショウは既に述べられているように容易

？とセルカリアの発育を認めた． しかしアズキカワずンシ

ョウとクリイロカワザンショウの 2種ては，セルカリア

の発育は認められなかった．

との事実は，この問題に関連した既如の事実と総合し

てみると，大平肺吸虫ミラシジウムの第1中間宿主に対

する感受性には或る範囲内て、特異的なものがあることを

示している．しかし，これらの問題は史に複雑な諸要素

との関連においてみるべきもので，なお追究してゆきた

いと考える．

稿を終るに当 P，日頃御指導をたまわり，御校聞を買

いた宮崎一郎教授に感謝する．又，種々御教示をたまわ

った九州大学天草臨海実験所の波部忠重博士，京都府立

医科大学の吉田幸雄博士に感謝する．

本論文の要旨は日本寄生虫学会第 13回南日本支部第

16回西日本支部合同大会で発表した．
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AN EXPERIMENT ON THE HOST SPECIFICITY OF PARAGON/MUS 

OH/RA/ MIYAZAKI, 1939 TO SEVERAL SNAILS 

OF THE GENUS ASSIMINEA 

KENJIRO KAWASHIMA 

(Depm・tment of Parasitology Faculty of i11edicine, Kyushu University, Fukuoルz,Japan) 

In order to know the infectivity of miracidia of Pαragonimus ohirai Miyazaki, 1939, 

to several snails of Japanese Assimineidae, an experiment was carried, using the following three 

species of snails belonging to the genus Assiminea from some non endemic areae: A. latericeα 

miyazakii Habe, 1943, A. castanea Westerlund, 1883 and A. parasitologica Kuroda, 1958 

which has been already revealded to be the五rstintermediate host of this fluke. 

The snails were invaded with miracidia of P. ohirai and were examined in 2-3 months 

after the invasion. Though in 4 of 14, A. parasitologica, cercariae and rediae were found 

(28. 5%), A. latericea miyazakii and A. castanea were all negative for the larvae. 

The comparison of the results of experimental and natural infection with miracidia of 

P. ohirai to the known snails of the family Assimineidae was shown in Table 2. It is obvious 

that the infectivity of P. ohirai is limited in few species among the snails. But the host 

speci五cityis not always consistent with the taxonomy of the snails. It seems to be more related 

to ecological aspect, in general. 
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